甲状腺乳頭癌におけるFOXE1発現パターンの免疫組織学的検討 by Bychkov Andrey




Patterns of FOXE1 expression in papillary thyroid carcinoma by immunohistochemistry 
（甲状腺乳頭癌における FOXE1 発現パターンの免疫組織学的検討） 
Andrey Bychkov、Vladimir Saenko、中島 正洋、 光武 範吏、Tatiana Rogounovitch、
Alyaksandr Nikitski、Florence Orim、山下 俊一 
 
Thyroid, Jan 18 Epub, in press 2013 年 
 
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科放射線医療科学専攻 







FOXE1遺伝子近傍の一塩基多型（SNP）である rs965513、そして FOXE1遺伝子中の 5’
非翻訳領域（UTR）に位置する SNP である rs1867277 が、PTC の発症と強い相関を示
す遺伝的な因子であることが同定された。このように、FOXE1の PTC 発症に関する遺
伝的な関連が示唆されてきたものの、FOXE1 自身の腫瘍形成における役割・機能につ



















rs965513 と rs1867277 の minor allele frequency（MAF）は、今までの報告通り、それぞ
れ 0.053、0.170 であったが、これら両 SNPs の間に連鎖不平衡 linkage disequilibrium（LD）
の強い証拠は得られなかった（D’=0.21）。多変量回帰解析の結果、境界領域にある腫瘍





 FOXE1 の過剰発現と細胞質への発現分布の変化は、PTC 腫瘍細胞において特徴的な






ては、FOXE1遺伝子の 5’UTR に位置する rs1867277 のリスクアレル（c.238G>A）、そし
て多巣性や被膜浸潤等の腫瘍の悪性度との相関が認められ、遺伝子型と表現型との間に
関連があることが示唆された。これら今回得られた結果を勘案すると、FOXE1 は、腫
瘍・宿主間の接合点において、癌発生の初期段階から腫瘍形成の促進に何らかの役割を
果たしている可能性が示唆された。 
 
